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#アーバンスポーツ #イケサンパーク #体験

広いグラウンドや競技場ではなく、都市のさまざまな空間で行う「アーバンスポーツ」を知っていますか？10月1日、イケサンパークで子ど

もたちを対象に行われたこのイベントは、たくさんの親子連れで大盛況。主催者である鴇崎魚彦さんに、開催に込めた思いや今後の展望

を伺いました。

体を動かすのって、やっぱり楽しい――！

この感覚は、大人も子どもも変わらないもの。秋晴れの空の下、イケサンパークで行われたイベント「スクールオブアーバンスポー

ツ」では、大勢の子どもたちが今まで体験したことのない新しいスポーツのスタイルに、興味深々な様子で取り組んでいました。

アーバンスポーツとは、特殊な場所や大がかりな機材を使わず、今住んでいる「都市」の中でできるスポーツのこと。3年ほど前のパ

フォーマーとの出会いをきっかけに、その魅力を伝えたい！とイベントなどの取り組みをスタートした鴇崎さん。

鴇崎 「過去には静岡の三島市や神奈川の横須賀市でイベントを行いましたが、東京都

内では豊島区が初めて。ご縁があって、全国一の高密都市である豊島区‧池袋でのイベン

ト開催することになりました」

イベントではさまざまなスポーツをパフォーマーに教えてもらえる体験ブースを設置。「パルクール」「ダブルダッチ」「フリースタイル

バスケ」「フリースタイルフットボール」「けん玉」「スラックライン」の計6種目が展開されました。

鴇崎 「アーバンスポーツは、勝ち負けではなく『楽しむ』スポーツ。パフォーマーも、子ど

もたちも、一緒になって楽しむからこそ自然と『仲間』になれるんです」

体験会の合間に行われたプロによるパフォーマンスでは、大人も子どもも釘付け。パフォーマンス後の体験会では、なんとか真似し

てみようと試行錯誤する子どもたちの姿が見られました。

鴇崎 「豊島区は、このスポーツにぴったりのまち。今後も継続的にイベントを行い、アー

バンスポーツのまちとしての印象を作っていけたらと思っています。グローバルリングで

もイベントを行って、豊島区制100周年の頃には『アーバンスポーツの聖地』と言われる

くらいにしたいですね」

スポーツの持つ力が、としまのまちをさらに明るく盛り上げていきます。

アーバンスポーツ ワンコインレッスン！

イケサンパークを舞台に、不定期で体験会を今後も実施予定です。

（10月開催分はすでに終了）

ご興味のある方はイベント情報をチェックください。

関連するSDGs

OVERTURE

株式会社Xcountry 取締役として、世界各国の魅力的な商品やサービスを国内外に販売する物販事

業のほか、地域コミュニティ事業を主に展開。3年前からスポーツエンタメ事業としてアーバンスポー

ツを広める活動をスタート。2021年6月と2022年4月には、池袋‧サンシャインシティにてさまざまなフ

リースタイルスポーツをミックスさせたバトルイベント「FREESTYLE SPACE」を開催。
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豊島区は持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています
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